




















事業者コメント 中部児童相談所

川崎市においても児童虐待相談通告件数は増加の一途を辿るなど、児童虐待の課題を取

り巻く状況が深刻なものとなる中、児童相談所及び一時保護所の役割はますます重要なもの

となっています。

一時保護所については、保護される子どもが様々な背景を抱えていることも多い上に、突

然、家庭と離れて入所となるという状況にあることから、子どもにとって安心でき、子ども

の権利が守られる場所とならなければなりません。本市では、子どもの立場に立った支援の

充実に向けて一時保護所運営等の改善に取り組むため、平成３０年度から第三者による評価

を受審することとし、まず中央児童相談所であるこども家庭センターが受審し、次いで、令

和元年度には、中部児童相談所一時保護所が受審いたしました。

 改善や工夫などを期待したい点として、子どもに権利擁護のため子どもの権利が侵害され

た場合の外部機関の周知が十分ではないとの指摘がありました。子どもの権利擁護のための

取組は積極的に推進していかなければならないことから、すぐに取り組むことができる項目

ですので、弁護士等とも相談しながら進めてまいります。

 今回、優れている点としては担当者が一対一で子どもと向き合い、子どもの気持ちや意見

を肯定的に受け止め、信頼関係を築いていることや、相談部門の職員も含め、多職種間で子

ども状況や支援に必要な情報を共有し、連携して支援していることが評価されました。

 一方、子ども一人一人を的確にアセスメントし、個別の支援計画を立て、きめ細やかな支

援が必要との指摘やマニュアルに沿った観察や記録が十分ではなく、援助方針検討資料とし

て必要十分な行動観察を行うためにも、マニュアルを周知し子どもの状況を十分に把握する

とともに記録を充実させることや、他機関連携等、職員研修の充実も求められました。

 多種多様な児童を保護するなかで、一人一人の状況に応じた個別の支援が大切であること

から、一時保護所も含む児童相談所全体として、研修やＯＪＴ等による人材育成をさらに充

実してまいります。

 ハード面の指摘として、子どもが安心感を持ち、一人一人の子どもの状況に応じた適切な

支援が受けられるよう、また、プライバシーに配慮した居室空間を確保し、落ち着いて生活

できるよう、早期の環境整備が求められました。

中部児童相談所は昭和５８年に設置され３７年経過しているため老朽化が進んでいるこ

と、現在の一時保護所では子どもの権利擁護の確保が厳しいこと、さらに一時保護児童数の

増加も相まって、令和２年度から施設整備を進めることになりました。

施設整備にあたっては、一時保護所で生活をせざるを得ない子どもたちの側に立ち、今回

いただいた指摘を踏まえ、子どもの権利擁護の観点から運営改善も含めて施設整備を進めて

まいります。


